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京都大学農学部I;í~ 胤演習林上賀茂試験地(京都市北区上賀茂本山 2 )に植栽されているヒメコ

マツ (Pinustentathylla MA YR)の実i倹林にトウアマツカサアブラムシ (Pineusharukawai lNOUYE) 

の草寺住が確認されたので，~患の税度， ヒメコマツの~tと育状況について， 1987年から1991年まで

観認さした。

トウアマツカサアブラムシの寄生状況をヒメコマツの新梢，樹皮上にみられる自色の綿織付議

物の多少により，

努~ÈO:1p.~被告F，自色紙i様物が認められない，

2奇:生 1 自色綿織物がわずかに点々と認められる，

2 : I~色綿1禁物がやや目立って認められる，

3 : S色綿織物が日立って認められる，

容~::.4 : 1さ色綿織物がとくに自立って認められ，樹皮表ffiiが自くみえる，

の5段階に分けて制3をした。

トウアマツカサアブラムシが寄生 3や寄生4と判定されるほど多く生息したヒメコマツでは，

その新梢が仙れることが明らかになった。さらに:j:i!i端から下部へ 1校階 2枝|紙 3校i絞も枯れ

るi!ol体があらわれ，これらの似体は下部の枝が上長成長するので斡が湾出したり，ニ叉になった

りして樹形が怒くなった。とくに激水ではわずかではあるが柿死する個体もみられた (Table

1 and 2)。

幹の主戦h新樹が枯れなくてもその伸長選;はトウアマツカサアブラムシの2寄生の程度に応じて減

少し，寄生 4の高密度生息では，発見初期では無被5軽水の約 1/2 (Table 3)，被ーが継続する

と約1/3と大きく減退した。制ヨ長期間中の樹高成長にみられる成長減退最は，寄生 3でほぼl

年分，容子1:.4でほぼ2年分に相当し， #Ji"蛸や若い幹枝の樹j支表踊が自くみえるように綿様付着物

が目立つほどトウアマツカサアブラムシが発生すれば，たとえ新有jが約れなくても伸長成長に大

きな影鴇!をあたえることが明らかになった。
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まえがき

トウアマツカサアブラムシ (Pineushamkawai INOUYE)はゴヨウマツ類の殺日iJjや樹}支の!被;らか

い若い幹や校に寄生し，樹液を11&汁して世・代を繰り巡しているJ)。 激しく寄生された得主は梢端

部が枯れ，持j体全体の枯死もみられる。本穂が寄生した殺rfi[i，枚端，若い幹や校の樹皮浪商に，

13色の綿織物を付着させるためにその生息を知ることができる。本経は小形の庭木や鉢才fOCえのゴ

ヨウマツに被認を与えることが主ねられ，本部j査の対象となったどメコマツ (Him巴komatsu，月間S

tentathylla MA YR)以外には，今までに，林地に組栽された林水の被告:例は報告されていない。

1987:4三 7 月に，京都大学農学者11附縞淡習キ~上賀茂試験地に，実験林として椴栽されているヒメ

コマツに本臓の被害を発見した。当時，すでに新梢が白く目立つほどに本検に激しく寄生されて

いるものや，新mが415れているものもあった。以後，四91年6月までのトウアマツカサアブラム

シの寄生の推移，ヒメコマツの生育状出について報告する。なお， トウアマツカサアブラムシの

発見初期の寄生状況，ヒメコマツの被f害状況について，…部はすでに発表2)したが，ヌド報告には

これをも合めて考努きした。

調査地および調査方法

翻ヨ聖地は，京都市街地の北部に位設するjニ賀茂試験地(京都市北区上袈茂本LlI2 )の 8林班お

よび12林班にまたがって育てられているがUO.1haのヒメコマツ実験林である O ヒメコマツは，京

都大学農学者I11約属湾住淡1Ti林に自生している天然生水より， 1972iド8月に種子を採取し， 1973年

3 月に撤積し，以後 9 生脊期~j: .IYi'l:lIlで育てられた後， 1982:f(:: 3月に現布地1こ梢栽された。組栽後

は年に 1-2閣ので刈り手入れは毎年行なわれている。

調ヨ!創立， トウアマツカサアブラムシの被害が発見された1987年 7)'13]日を第 1問とし，以後

1988in2月1日， 1990年8月6-8臼， 1991年6月12，13臼に好投の程度を以下の恭準で観察

により判定した。すなわち，ヒメコマツの新fllj，1'!it皮上にみられるトウアマツカサアブラムシの

白色の綿様物の付靖・の多少により，

o : 1A~被答，白色綿様物が認められない，

寄生 1 自色~:ijl様物がわずかに点々と認められる，

!寄生 2 白色綿椋物がやや目立って認められる，

子寄生 3: á色紙litf~物が自立って認められる，

得~!:. 4 :白色新1様物がとくに羽立って認められ，樹皮我rr百が白くみえる

の5段織に分けて得生の程度を観察関空をした。問11制こヒメコマツの年伸長設をと校i滑により求め，

1984年以後の樹高を測定し，来Ir梢，校条のお1i死状況を制ヨをした。なお胸高i度経は1987年と1991年

に2問測定されている。

調査の対象となったヒメコマツは283個体で，うち 3都!体が1990年の下刈り手入れ時に損{拐し，

fえられている。

結果および考察

1. トウアマツカサアブラムシの干寄生



診宅

h 
u 
C 
CJ 

538 
1-. 
Lι 

3 

901 
50 

40 

20 

nHυ i
 

1987.7 1988.12 1990.8 1991.6 

Fig. 1 Annual changes of frequency distribution of Hime. 

komatsu divided by infestation of PiHeus haruilawai 
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医雲盟:Wilhering 

5段j滑に分けて銅去したトウアマツカサアブラムシの寄生状況の推移は儲-1のようになる。

を発見した1987~年 7 月には総本数 (283個体)の60% を越えるヒメコマツにトウアマツカサ

アブラムシの平等生が認められ，このfI寺すでに， 29%， 82似体は寄生4と判定される程高密度で寄

生していた。ヒメコマツ実験林は植栽後毎年下刈り手入れが行なわれ，ヌ~種の待生を発見してい

ないO. もし，待生 4と判定されるほど潟街皮で寄生していれば，これまでの手入れ11;):に見付かっ

ているであろう o 1986年のアメリり手入れ時までは， 日涜;たない1態度の寄生で推移していたものと

jiaわれる。 後述するが，ヒメコマツの毎年の伸長日記長も19861ドまではとくに成長減退を示してい

ない。このことからも 1986年までのトウアマツカサアブラムシの努生はヒメコマツのやI1長成長に

影響をあたえるような激しさはなかったものと推測される O

1988}F12月には前年よりもさらにトウアマツカサアブラムシの密度は潟くなり，会側体の40%

を越える115似体が者F1:.4と判定され，比較的;寄生密度のおい子奇抜 3を合わせると金俄!体の50%

を越えるとメコマツがトウアマツカサアブラムシの激しい待生を受けていた。反国，寄設が認め

られなかった平等生Oは38%から22%に減少していた。このようなトウアマツカサアブラムシの答
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生の急激な拡大は，ヒメコマツの以後の生育に大きなi怒鳴iをあたえかねず，被容の拡大が危悦さ

れた。しかし， 1990年 8月にはトウアマツカサアブラムシの白名指i;様物が目立たなくなり， I週一

1で明らかなように，前長側体の45%で等生が認められず， もっとも税}交の得免 1も42%であっ

た。寄生 4と判定谷れたのはわずかに 3側体， 1 %で， トウアマツカサアブラムシがとメコマツ

実験林で急激に生怠街j支を減少させていた。さらに I年後の1991年 6)~には23個体. 8 %にその

千年生が観察されたのみで. 90%を越えるヒメコマツの多くは，過去の生息，被容の痕跡を残しな

がらも， トウアマツカサアブラムシの生怠は線認されなかった。

以上のように， トウアマツカサアブラムシの大発生が併l玲:記された1987年および1988年から 2年

後の1990年には発生は終怠に向かっている。新梢や枚端を枯らし. ìlJ~寄木では，椴端から 3 枝階

すべての校が枯れ，さらに枯死個体があらわれるなど高給:皮で生忠したトウアマツカサアブラム

シが短期間で終息している。水害虫がこれまでは，庭木や鉢植えのゴヨウマツに好んで寄生して

いたことは，ヒメコマツのj記長にともなう椛栽地の織境の後イヒの結栄かも知れない。現実に1991

年6月に寄生が認められた231tliJ1*はま;1.岡下部の比較的j員lilliしがJ思いところに植えられていたもの

で，大きいものでも樹高250cmで，多くは200cm以下の小?訟の成長の患い1~1休であった。

2. ヒメコマツの被答

2 -1.樹体の枯死

トウアマツカサアブラムシの寄生によるとメコマツに対・するもっとも記士しい話王寺l'j!!ま， ヒメコマ

ツの杭死である O 本樹査では. 1990年 8 月の澗蕊で，これまで窃~t.4と判定されていたもののう

ち3側体が， 1991:1j:=' 6月にはさらに 111制本が枯死した。これら HIiJイオバま枯死までの生育も25く最

大11母体でも樹高261cmで，他は200cm以下であった。

2 -2.樹体の部分1古死

樹体の部分枯死は，はじめ，…部の新梢の誕弱枯死にはじまり，次第に 1校階寸べての新柄拘f

枯れ，さらに 2 校I;f，~. 3枝|ヰ?の柏托へと被容は樹体上部から下部へ拡大している。一方，枚の新

梢の枯死だけの被告:でとどまれば，主~qll の伸長成長における j記長減退を訴すだけで，幹の主軸は

伸長して，幹形に影響、をあたえることはない。しかし，幹の主総iの新中jIj治宝杭れれば，そのiUlJ'1411や

校が幹に代わって上長成長し，幹はその部分で湾i泌する。さらに 2本のif!Ut支がi吋じ程度に上長成

長すると幹は二叉になり，たとえ生脊を統けでも幹形は恕くなる。このような幹形の悪化は，マ

ツノシンマダラメイガ (ρimyctriastlendidella H..S.) の被答水31や檎15試験l.iで線認されている。

このように，樹71手に影響する斡の主治Ii新樹が枯れたヒメコマツは，1987年は寄生4の821tIiJ体のうち

441ml休，以後潟平安j変容致木を主に1988:ff.・83制体. 199011三は1301t占!体に増加しているo1990年 8月

に幹主治hが枯れて幹形に異常が認められるものと，幹主軸が枯れなかったものを， トウアマツカ

サアブラムシの寄生日Jjに示すと表-1のようになる。トウアマツカサアブラムシが主主怠したヒメ

Table 1 Infcstalion of Pineus hαmkawai and stcm form of Himekomatsu 

(1990. 8) 

Grade of Pinm凶 .density O 2 3 4 

Trees of bending stcm (crook and fork) 0 2 4 9 115 (4) 

Trees of normal stcm (straight) 28 46 30 31 15 

( ): Withering 
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コマツは， 1987ip， 1988年， 1990年の 3閣の翻授で…伎は翁:生4と判定されたものでも， 15似体

は主ílq!iが枯れずに生育しているが，約90% の主l!q!i新梢は枯死し，斡形が典I^n~になっている o トウ

アマツカサアブラムシの白色紙i機物が目立つほどに怒生をうけた倒体は，大部分が幹の新中ì~が七ii

れ，今後の生育に大きな影響をあたえることが明らかになった。なお ~t写生 l や得生 2 の i際}支の

生息で，幹主~4hが枯れた俄体はトウアマツカサアブラムシの得生以外の何らかのお{悶が作用した

可能性は大きい。トウアマツカサアブラムシの生息が等生 3または等生 4と判定されるほどに自

色綿織物が目立つ偲体では， 70%を越える側体の斡形が異常になることが明らかになった。

激しく寄生されたヒメコマツは主jI4J1新梢の表弱枯損のみならず， iWJ軌もおiiれ，さらに前年に伸

長した斡，校まで枯れる 2校IIIをおは立のものや 3校時粘強のものまでみられる。主戦!i新柄，校階の

枯鎖状況は表-2のようになる。 1988年12月の調査では， 14Eとなるべき主軌新純だけ枯れたもの

は 16俄休みられ，さらに側取h も含む 1 技術が枯れたもの抑制体 2 校|務枯れたもの 1511~i体， 3校

Table 2 Himekomatsu witherecl tcrminal shoots ancl each nocle by infestaLion of Pineus haγullawai 

1988. 12 

1991. 6 

Withering of Withering of all Withering of 2nd Withering of 3rd Withering 

only leading terminal shoots nodes from trでやtop nodes from tn:e.top trees 

16 

33 

47 

72 
15 

17 

F 
d 

4 

0 

4 

階枯れたもの 5倒体であったものが， 1990若手には被容は拡大し， 3:.lIQ!i新梢枯損 1校|務i枯損のも

のが自立って多くなっている。 1988年12月以後トウアマツカサアブラムシの生息密度は減少した

にもかかわらず，主敬1I新;j:1~，校|絞の布1;1員が多くなったのは主として19881手当時の高機皮の生息の

影響があらわれたものである。これらのうち， もっとも被惑の較い，主将i新梢だけの枯損のもの

はiJlU1MIが主軸に代わって斡としてよ長成長するので，比較的幹のulJがりは小さく 1本の側紬が

上長成長すれば， !;刑務に与える影響はすくないであろう 1)。枚階の柏蝦は 1枝措よりも 2校j紙

さらに 3校階と樹形に与える影響は大きく，とくに 2校階 3校階も枯偵した倒体はたとえ生き

続けても完全に樹形はそこなわれて， 1i支援すれば生育の見込はないと考えられるo

3. ヒメコマツの成長

ゴヨウマツ類の伸長成長のパターンは，アカマツやクロマツと閉じように，年に 1校時を形成

する ~.ßíJ耳目で 5 月下旬または 6 月上旬にはイ市長成長が終るいわゆるアカマツ・クロマツ剥であ

る5，針。そのために枚階の間隔をiJliJ定することによって，過去の年成長殺を求めることが百J能で

ある。

トウアマツカサアブラムシの若手生を発見した1987年7月現在のヒメコマツの生育状況を当時の

トウアマツカサアブラムシの谷主主ランク加に示すと表-3のようになるo 1986年までの樹高成長

は1987年7月のトウアマツカサアブラムシの寄生部に分けた各グループではとくに設はみられ

ず，このi時期までは成長減i誌を示すような被惑をうけた傾向はみられない。 1987:ij三のトウアマツ

カサアブラムシの大発生の前兆はあったはずであろうが，伸長成長に影響があらわれるような向

機伎の生息ではなく，低空~:皮の発生で、あったのであろう。 1987年の主制!新梢の衰弱枯死4411111体の

うち341t1!l体の新樹は全く伸長していなし、これらのヒメコマツは1986年の1rl1長成長以後の被告:の

結来と考えられる。ヒメコマツ実験林では1986~:: 6月以後， .急、激にトウアマツカサアブラムシの
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Table 3 Growlh of Himekomatsu divided by inf巴日lalionof Pilleus haruliawai al 1987. 7 

Grade of No. of Tree heighl (cm) Anllual height growth (cm) 

d日nsily lr日es 1984 1987 1985 1986 1987 

。 106 95.4こと26.自 214.3こと47.4 36.5土 9.9 37.9ごと 9.5 44.7土11.6

40 98.0土33.7 214.7土56.4 37.7土12.2 37.0土 9.9 42.3こと10.8

2 33 98.l:Jこ26.5 210.7土46.0 36.6土 9.9 39.3土10.8 36.7土10.7

3 22 103.5土26.7 213.0ゴニ48.3 37.0こを10.1 39.6土11.4 32.7ゴヒ14.5

4 38 98.8土30.1 198.0土48.1 36.8こと10.8 39.0土12.0 23.5士11.8
4* 44 109.8ゴニ28.3 40.4:1:11.8 40.0土11.3

4本:Withering of leading new shoot in 1987 

生息、守谷度が増加したものと推察される。 1987年の樹高成伎は，得g三の多少に!おじて，議日I=.1か

ら得g=. 4 へjllf{次少ない。樹己完成長逸の王子均は寄生 4 では然1{f~E.の 111)1体の平均の約53%で，寄生 3

では約73%である。 1987年の主刺殺f梢枯死似体で，前述のように44倒休のうち34個体は~t.背初期

から{r11長しなかったが， 10似体は， 1987年の事Ir摘を或る経度予11設させて枯れている O 最も長く {111

;侵した個体は27cmで，翁:~l=. 4のグループの平均fr{{より良かったが，残りの似体の伸長;議・は 5-12cm 

で，平均は10.1土6.5cmで‘あった。

1 の斡の主1~1!新布!íが枯れずにi削除で生育している 150知体の樹高成長殺を 1990:$ 8月の寄

生ランク聞に求めると衣-4のようになる。1990年のトウアマツカサアブラムシは終息に向かい，

i直幹で生育していたヒメコマツの59%は寄g=.oであり，待gミlを加えると90%になるo ~i寄生 1 の

樹高成長は奇襲被接(寄生o)と比べて約16%少ないo1987fJ三の被害初期の両者の差は約 5%で

Table 4 Annual hei詰htgrowth of Himekomatsu divided by infestation of Pi手間1IS

harullawai in 1990 

Grade of Pineus.densi ly O 2 3 4 

No. of lrees 88 47 12 2 

Annual height growth (cm) 

1990 47.3土13.9 39.6こ1:12.2 33.2土10.6 16.0土 4.0 16.0 

1991 49.3土10.0 48.6土臼.4 44.3こと 8.0 40.0ゴニ14.1 20.0 

あったが，その裁は大きくなっている。問機に議生 2では1987年の約18%が， 30%と設はひろがっ

ている。これまでのトウアマツカサアブラムシの高街皮の生息の影響が加わっているnJ能性があ

るO さらに1990年の寄生ランク加に， 1991年の樹高成長畿を求めると得 1はほとんとす眠中皮綴(寄

生o)との蕊はみられない。寄生2で'<<，1，;10%樹高成長殺が少なく，樹勢が剖復した兆候がみられ

る。ちなみに，これらの各11母体は19911f:iにはトウアマツカサアブラムシの寄生は観察されなかっ

た。トウアマツカサアブラムシの寄生は，寄生:1および2とランク付けされるような低密度であ

るならば，ヒメコマツの新梢の給死はほとんどおこらず，伸長成長におよほす影響もわずかであ

ることが明らかになった。たとえ木容虫が発生しでも，終息すればとくに寄生 lの場合には次年



度はその影響はみられず，正常に成長することが明らかになった。

ない。

4. ヒメコマツ実験林の現状

7 

2の場合もその影響は少

ヒメコマツ実験林に発生したトウアマツカサアブラムシは19871ドの発見から 4~t育期を経過し

た1991年にはほんの一部の低諮皮の翁i::eI=.を践してほほ終怠した。当時210cm粧!立の平均樹高で、あっ

たとメコマツは， 1!~被害木では1991年 6 月には 2 倍を越え平均樹・7与は441αnに迷している。翻資

木のうち， トウアマツカサアブラムシの寄生により斡主JMIが枯れて，幹形に異常が認められる11，母

体をi添いた，治:斡として生育している11，母体の暁夜の大きさを示すと袋一 5のようになるo 京一 5

のトウアマツカサアブラムシの容子生ランクは， 1987:$以後の散大のランク付けによって分けた。

詩:生 1の;場合平均樹高の差は9.1cmで，ほとんどトウアマツカサアブラムシの寄生の影響はない

と考えてもよいであろう。以下，生忠、総f院が商くなるにしたがって， 28.1cm， 46.7cm， 77.2ω1と

Table 5 Diameler品tbreast hcight and tree height of Himekomatsu formed straight 

stem divided by grade of Pilleus.density 

(1991. 6) 

Grade 。 2 3 4 

No. of lre巴S 28 46 30 31 14 

Tree heighl (cm) 441. 4土69.6432.3土60.5413.3土52.3 394.7土62.8364.2土59.3

DBH (cm) 4.5土 1.3 4.4土 1.1 4.3土 1.1 3.9土 1.2 3.8二七 0.8 

その若l立大きくなり，寄生 3でほぼH!三相当の，智子生4でほぼ2年相当の樹高の成長減退がみら

れる。胸潟直筏では，樹高ほど， トウアマツカサアブラムシの寄生の彩欝をうけていないが，

~3 および 4 の場合に少し授が認められる。以上のように寄生 1 や翁:生 2 とランク付けられる税

度のトウアマツカサアブラムシの発生の場合には，ヒメコマツの成長にあたえるi怒鳴iは少ないこ

とが明らかになった。しかし，ランク 3以上，とくに怨生4と判定されるほど高裕度にトウアマ

ツカサアブラムシが窃:生した場合には90%を滋える11M体の幹主ll4hがllliJ'Eし，さらに上から 2校階，

3校階が枯れる激擦をうける個体もあらわれた。このような場合にはたとえ下段の枝が生きて，

上長伸長を統けても樹?隠は完会にくずれ，以後の生7守の見込はない。主ilqh新栴だけの枯死で，恨IJ

校が幹として成長した11m体や， 1校時の枯死だけで、平く下段の校が力強くよ良伸長した場合には，

この部分での斡のr.~IJ11 だけで被答を年々戦滅する方向で生育を続けるものと考えられる。

あとがき

鉢;fj!iえや庭木のゴヨウマツ類に発生していたトウアマツカサアブラムシが，実験林として植栽

されたヒメコマツに発生し，新梢の淡弱布!i擦の紡糸，幹形がポストホルンやニ叉になり，さらに

激答木では約死水がみられるほどおおきな影響をあたえることが明らかになった。本調査f!!!.では，

ヒメコマツの生育につれて， トウアマツカサアブラムシの発生は数年にして終息、に向かった。符

ぴ向林分で，さらにi寝泊i齢のゴヨウマツ鎮の林分においても発生がみられるか，今後に残された

興味ある課踏である。
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Resum毛

日imekomatsu，Pinus tentathylla MA YR is infested with Pineus hω・uilawaiINOUYE. In Kamigamo 

Experiment Station， this woolly aphid had been occured in young Himekomatsll stand in 1987. 

The infestation with woolly aphid and the damages of Himekomatsll had b日enob日巴rvedfrom 1987 

to 1991. 

The infestations with this woolly aphid were divided into next five grades of aphid density: 

Grade 0: Non.infestation 

Grade 1: Low.density; A few white woolly spots are observed on stem， twigs and shoots 

Grade 2: Middle.density; White woolly spots are observed sporadically 

Gracle 3: High.clensity; White woolly spots are observed remarkably 

Gracl巴4:Highest.density; White woolly spots are observ日dconspicuously white at all surface of 

stem， twigs and shoots 

Many new shoots of Himekomatsu were withεring by the infestation of grade 3 ancl 4， and the 

clamages had spread from the terminal of sten日 toclownward stem ancl branches. In these 

damagecl tr日es，a low巴rlateral branch began to indicate height growth， the resulting form of stem 

turned Ollt to be variollsly crook and posthorn. Especially， severe clameg邑d trees w巴re

withering. 

The annllal growth of Himekomatsu infested with grade 3 ancl 4 of density was from 1/2 to 1/3 

on height growth compared with non.infestecl tree. 

The loss of the height growth during the investigated period， five growing periods， were about 

equal to growth for a year on Himekomatsu infested with grade 3 and were about equal to height 

growth for two years on grade 4. 

It was known that the infestation with P. haruilaw.叫ihad great inf1uence upon the height growth 

of Him巴komatsu.



Plate I 9 

Plate I Various infestation of 1勺 館 山 加γuka却ai(Photo. 1987. 7) 

(1) and (2) : Grade 1; Pin(!us Itaruka叩aion three years old stcm of Himekomatsu 

(3) : Grade 2; Pineus Itaruka叫 ion threc years old stem 

(4) : Grade 3; Pi抑 usharuka'叩aion three and four years old stem and branches 

(5) and (8) : Grade 3 and 4; Pineus Itarukal抑 ion new shoots控longatedin 1987 

(6) : Grade 4; Pineus Itaru/;拙waion one and two years old stem and branches 

(7) : Grade 4; P抑制 haruka官1aion stem and twigs elongated in 1986 

(ω9)上:Gra以ade4似;Him母komalωSl註1i凶f担lf，たestω巴dwil山hP問剖仰4凶shα?叩1官d伽It釘加'11叫制tω側'!u却制仰)(沼'a

New shootωs were not elongate i泌n1987 



10 Plate 11 

Plate 11 Various damages of Himekomatsu inf日sledwith Pineus hamllOwai 

(1)ー (3):With日ringof terminal shoots and 2nd or 3rd nodes from tree.tol). (Photo. 1989. 3) 

(4) : Elongation of a lateral shoot on tξrminal replaced the leading (Photo. 1991. 6) 

(5)ー (9): Elongation upwards of the lower branch (Photo. 1991. 6) 




